
(57)【要約】

【課題】容器に巻付け装着される熱収縮性のシュリンク

ラベルやストレッチラベル、或いは容器に貼着されたラ

ベルを、簡単な操作だけで、容易に剥離可能としたラベ

ル付き容器を提供すること。

【解決手段】容器本体と、容器本体に装着されたラベル

とからなるラベル付き容器であって、容器本体の容器壁

が、外方に向かって突出した膨出部を少なくとも一個具

えており、膨出部の少なくとも一部がラベルにより被覆

されていることを特徴とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 器 本 体 と 、 容 器 本 体 に 装 着 さ れ た ラ ベ ル と か ら な る ラ ベ ル 付 き 容 器 で あ っ て 、
容 器 本 体 の 容 器 壁 が 、 外 方 に 向 か っ て 突 出 し た 膨 出 部 を 少 な く と も 一 個 具 え て お り 、 膨 出
部 の 少 な く と も 一 部 が ラ ベ ル に よ り 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ラ ベ ル 付 き 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
膨 出 部 と 容 器 壁 の 境 界 に 、 凹 溝 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ラ ベ ル
付 き 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
ラ ベ ル が 、 破 断 用 の ミ シ ン 目 を 有 す る シ ュ リ ン ク ラ ベ ル で あ る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ ，
２ 記 載 の ラ ベ ル 付 き 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
容 器 本 体 が 、 口 部 と 肩 部 、 胴 部 と を 具 え て お り 、
膨 出 部 が 、 容 器 本 体 の 肩 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ 記 載 の ラ ベ ル
付 き 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 容 器 本 体 に 、 ラ ベ ル を 装 着 し た ラ ベ ル 付 き 容 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ラ ベ ル 付 き 容 器 は 、 内 容 物 で あ る 飲 料 等 を 充 填 す る 合 成 樹 脂 製 容 器 本 体 に 、 商 品 名
や デ ザ イ ン 、 内 容 物 に 関 す る 説 明 等 の 表 示 が 印 刷 さ れ た 熱 収 縮 性 を 有 す る フ ィ ル ム か ら な
る ラ ベ ル を 巻 付 け て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ 年 第 １ ９ ９ ４ １ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 容 器 は 、 使 用 後 に ラ ベ ル を 剥 離 す る た め に 、 ラ ベ ル に 破 断 用 の ミ シ ン 目 を 刻 設
し 、 使 用 中 に ミ シ ン 目 が 破 断 し ラ ベ ル が 簡 単 に 剥 離 し な い よ う に す る た め 、 ミ シ ン 目 の 下
面 に テ ー プ を 貼 着 し 、 ミ シ ン 目 を 破 断 し な い よ う 保 護 し て い る 。
そ の た め 、 ラ ベ ル 面 に テ ー プ を 貼 着 す る た め の 工 程 が 増 え る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と を 課 題 と し て 、 容 器 に 巻 付 け 装 着 さ れ る 熱 収 縮 性 の シ
ュ リ ン ク ラ ベ ル や ス ト レ ッ チ ラ ベ ル 、 或 い は 容 器 に 貼 着 さ れ た ラ ベ ル を 、 簡 単 な 操 作 だ け
で 、 容 易 に 剥 離 可 能 と し た ラ ベ ル 付 き 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 ラ ベ ル 付 き 容 器 と し て 、 容 器 本 体 と 、 容 器 本 体 に
装 着 さ れ た ラ ベ ル と か ら な る ラ ベ ル 付 き 容 器 で あ っ て 、 容 器 本 体 の 容 器 壁 が 、 外 方 に 向 か
っ て 突 出 し た 膨 出 部 を 少 な く と も 一 個 具 え て お り 、 膨 出 部 の 少 な く と も 一 部 が ラ ベ ル に よ
り 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
膨 出 部 の 反 転 を 容 易 に す る た め 、 膨 出 部 と 容 器 壁 の 境 界 に 、 凹 溝 が 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 構 成 を 採 用 し 、 ラ ベ ル の 剥 離 を 容 易 に す る た め 、 ラ ベ ル が 、 破 断 用 の ミ シ ン 目
を 有 す る シ ュ リ ン ク ラ ベ ル で あ る こ と 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ラ ベ ル 付 き 容 器 の 好 適 な 実 施 態 様 と し て 、 容 器 本 体 が 、 口 部 と 肩 部 、 胴 部 と を 具 え て お り
、 膨 出 部 が 、 容 器 本 体 の 肩 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 ラ ベ ル 付 き 容 器 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の ラ ベ ル 付 き 容 器 は 、 Ｐ Ｅ Ｔ そ の 他 の 合 成 樹 脂 に よ っ て 成 形 さ
れ た 容 器 本 体 １ と 、 熱 収 縮 性 の シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
容 器 本 体 １ は 、 図 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 口 部 ３ と 、 肩 部 ４ と 胴 部 ５ お よ び 底 部 ６ と か ら な
っ て お り 、 肩 部 ４ と 胴 部 ５ の 横 断 面 は 、 角 形 、 ま た は 円 形 、 楕 円 形 に 形 成 さ れ 、 肩 部 ４ に
は 、 外 方 に 向 か っ て 突 出 し た 膨 出 部 ７ が 複 数 個 設 け ら れ て い る 。
肩 部 ４ の 膨 出 部 ７ の 軸 方 向 の ほ ぼ 半 分 と 、 胴 部 ５ の 全 体 ま た は 少 な く と も 上 部 の 一 部 が シ
ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ に よ り 被 覆 さ れ て い る 。
シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ は 、 熱 収 縮 性 を 有 す る フ ィ ル ム を 筒 状 に 形 成 し 、 軸 方 向 に は 破 断 用 の
ミ シ ン 目 ８ が 刻 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
膨 出 部 ７ の 数 量 は 、 角 形 ボ ト ル の 場 合 は 肩 部 ４ の 各 面 に 、 そ の 他 の 場 合 は 複 数 個 が 望 ま し
い が 、 最 低 一 個 と す る こ と が で き る 。
膨 出 部 ７ の 形 状 は 、 半 球 状 ・ 卵 型 状 ・ 楕 円 型 状 等 任 意 の 形 状 と す る こ と が で き 、
膨 出 部 ７ が 胴 部 ５ 外 周 面 よ り 内 側 で あ れ ば 、 肩 部 ４ の 上 下 位 置 に は 関 係 な く 、 配 設 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の ラ ベ ル 付 き 容 器 の 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 肩 部 ４ に 設 け ら れ た 膨 出 部 ７ を 、 矢 印 の よ う に 指 で 押 す と 、 膨 出 部 ７
の み が 反 転 し 、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ と の 間 に 隙 間 ９ が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
隙 間 ９ に 指 が 挿 入 可 能 と な り 、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ の 端 縁 を 指 で 挟 ん で 容 器 下 方 に 引 っ 張
る と 、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ を し っ か り 保 持 で き 、 力 が 入 る の で 、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ を 破
断 用 の ミ シ ン 目 ８ か ら ス ム ー ス に 破 断 す る こ と が で き る 。
し た が っ て 、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ が 容 易 に 剥 離 除 去 で き 、 容 器 本 体 １ の リ サ イ ク ル が よ り
簡 便 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 膨 出 部 ７ が 肩 部 ４ に 設 け ら れ て い る の で 、 容 器 の 箱 詰 め の 際 、 邪 魔 に な る こ と が な
い し 、 店 頭 に 展 示 す る と き も 何 等 の 支 障 も な く 綺 麗 に 並 べ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 肩 部 ４ に 設 け た 膨 出 部 ７ の 軸 方 向 の ほ ぼ 半 分 に シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ が 被 覆 さ れ て い
る の で 、 膨 出 部 ７ と 肩 部 ４ が ス ト ッ パ ー の 役 目 を 果 た し 、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル ２ が 上 方 に も
下 方 に も 移 動 せ ず 、 抜 け 落 ち る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 本 発 明 ラ ベ ル 付 き 容 器 の 別 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
本 実 施 形 態 は 、 膨 出 部 の 反 転 を よ り 容 易 に で き る よ う に し た も の で あ る 。
図 ４ に お い て 、 １ ａ は 容 器 本 体 、 ２ ａ は シ ュ リ ン ク ラ ベ ル で あ る 。
肩 部 ４ ａ と 膨 出 部 ７ ａ と の 境 界 部 分 に は 、 一 定 巾 の 凹 溝 １ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 膨 出 部 ７
ａ を 指 で 押 圧 す る と 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 凹 溝 １ ０ と 肩 部 ４ ａ の 境 界 線 を 軸 と し て
、 凹 溝 １ ０ が 反 転 し 、 さ ら に 、 膨 出 部 ７ ａ と 凹 溝 １ ０ と の 境 界 線 が 軸 と な っ て 反 転 す る の
で 、 膨 出 部 ７ ａ の 反 転 が よ り 容 易 に 行 わ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 各 実 施 形 態 で は 、 ラ ベ ル 付 き 容 器 と し て 、 肩 部 に 膨 出 部 を 具 え た 容 器 に シ ュ リ ン ク ラ
ベ ル を 巻 付 け た 容 器 に つ い て 説 明 し た が 、 容 器 と し て は 、 箱 型 容 器 、 円 筒 ま た は 角 筒 な ど
の 筒 状 容 器 、 カ ッ プ 状 ま た は 椀 状 容 器 等 、 ラ ベ ル を 装 着 で き る 容 器 で あ れ ば 、 容 器 の 形 状
は ど の よ う な も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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膨 出 部 は 、 ラ ベ ル の 端 縁 に 対 応 す る 位 置 に 容 器 壁 面 か ら 突 設 さ せ 、 ラ ベ ル の 端 縁 が 膨 出 部
の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 ラ ベ ル に つ い て は 、 前 記 各 実 施 形 態 の シ ュ リ ン ク ラ ベ ル が 好 適 で あ る が 、 そ れ 以 外
に も プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 、 ま た は 紙 製 の ラ ベ ル で 、 接 着 剤 或 い は 粘 着 剤 な ど に よ っ て 貼
着 で き る も の で あ っ て も よ い 。
さ ら に ま た 、 容 器 の 形 状 に よ っ て は 、 ス ト レ ッ チ ラ ベ ル を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
接 着 剤 等 を 用 い る 場 合 に は 、 ラ ベ ル の 周 辺 部 の み を 接 着 さ せ 、 膨 出 部 に 対 応 す る 部 分 に は
、 接 着 剤 を 塗 布 し な い よ う に す る 。
粘 着 剤 を 用 い る 場 合 は 、 粘 着 剤 が 膨 出 部 に 対 応 す る 部 分 も 含 め 全 面 に 塗 布 さ れ て い て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
容 器 を 廃 棄 す る と き は 、 膨 出 部 を 指 で 押 さ え て 反 転 さ せ る と 、 ラ ベ ル の 端 縁 を 膨 出 部 か ら
簡 単 に 剥 離 さ せ 、 ラ ベ ル と 膨 出 部 表 面 と の 間 に 隙 間 を 形 成 さ せ る こ と が で き る 。
隙 間 に 指 を 差 し 込 み 、 ラ ベ ル を 掴 ん で 引 っ 張 る こ と に よ っ て 、 容 器 壁 面 か ら ラ ベ ル を 剥 が
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る か ら 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
ラ ベ ル の 端 縁 に 対 応 す る 容 器 本 体 の 壁 面 に 膨 出 部 を 設 け 、 膨 出 部 を 反 転 す る こ と に よ っ て
、 ラ ベ ル と 容 器 と の 間 に 隙 間 を 形 成 さ せ る よ う に し て い る の で 、 隙 間 に 手 指 を 差 し 込 み 、
ラ ベ ル を 容 易 に 剥 離 で き る よ う に な っ た 。
ま た 、 膨 出 部 と 肩 部 の 境 界 に 凹 溝 を 設 け る こ と に よ っ て 、 膨 出 部 の 反 転 が 簡 単 に で き る よ
う に な り 、 ラ ベ ル の 除 去 が 尚 一 層 簡 便 と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 １ 実 施 形 態 の ラ ベ ル 付 き 容 器 で は 、 肩 部 に 膨 出 部 を 設 け 、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル を 用 い て い
る の で 、 肩 部 の 膨 出 部 が 、 被 覆 さ れ て い る シ ュ リ ン ク ラ ベ ル の ス ト ッ パ ー の 役 割 を 果 た し
、 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル が 容 器 本 体 よ り 抜 け 落 ち る こ と が な く 、 ま た 、 ラ ベ ル が ミ シ ン 目 を 有
す る も の で あ る の で 、 容 器 の 廃 棄 時 に は 、 ラ ベ ル の 剥 離 が 一 層 簡 単 に で き る よ う に な っ た
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 膨 出 部 が 肩 部 に 設 け ら れ て い る の で 、 容 器 の 箱 詰 め の 邪 魔 に な る こ と な く 、 店 頭 に
展 示 す る と き も 綺 麗 に 並 べ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ラ ベ ル 付 き 容 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ラ ベ ル 付 き 容 器 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ラ ベ ル 付 き 容 器 の 膨 出 部 反 転 持 の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 別 実 施 形 態 の 肩 部 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 一 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 膨 出 部 反 転 持 の 要
部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 容 器 本 体
２ 　 　 　 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル
３ 　 　 　 口 部
４ 　 　 　 肩 部
５ 　 　 　 胴 部
６ 　 　 　 底 部
７ 　 　 　 膨 出 部
８ 　 　 　 ミ シ ン 目
９ 　 　 　 隙 間
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【 図 ３ 】
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